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ない。選挙後、朱立倫主席は引責辞任し、その補欠選挙が三月二六日に行われ、任期満了で 法委員を退いた洪秀柱・元総統候補 当選した。黄敏恵副主席（本省人、女性）も立候補したが 落選した。この補欠選挙は国民党員の直接投票で行われた。二〇〇〇年以降、本省人の離党が続き、半分以上が外省人となった。外省人の離党が少ないのは高い忠誠心のほか、七五歳以上 退役軍人への党費免除がある。彼らは洪秀柱を熱狂的に支持した。しかし、洪秀柱主席では選挙を戦えない。　
また、立法院の過半数を握った
民進党、蔡英文新政権は国民党の不当な資産を国庫へ回収する法律を制定する可能性もある。豊富な資金力を削がれれば、国民 先細りは加速するだろう。
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李登輝総統に反発し、国民党から離党したグループが結成した統一派政党「新党」の辿った道である。離党しなかっ ものの、洪秀柱も「新党」の前身である「新国民党連線」のメンバーであった。新党は当初二〇人以上の立法委員を抱えたが、有力政治家が二〇〇〇年に結成された親民党へ移籍し、単独で国政選挙を戦う力を失った。親民党も馬英九主席の国民 に有力政治家を奪われた。このように外省人や統一派にだけ支持基盤を置く政党が衰退することを「新党化」と呼ぶ。今後、外省人にとって本家本元である国 洪秀柱主席のもとで「新 化」の危機に直面する可能性がある●蔡英文時代 中台関係　
蔡英文新総統は対中国政策に関
して⑴「九二共識」の内容は曖昧であり、受け入れられない、⑵現状を維持する、の 点を口頭で述べたにすぎない。明文化した公約を示さず、 「 『九二共識』 認めないと、中台関係は維持できない」という国民党の批判も無視した。馬英九総統や洪秀柱は 平和協定」や「一つの中 同じ解釈」を提
起し、論戦を仕掛けたが、蔡英文新総統は応じなかった。　
ただし、蔡英文新総統が「九二
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表２　中台関係をめぐる台湾の各政党と中国の立場の「幅」
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輝総統の「二国論」発言に対する当時の台湾政府の釈明）から台湾独立までの間と思われる。　
とはいえ、 「九二年共識」はも
ともと、国民党が中国側の言動の一部を切り取り、 「一つ 中国、それぞれが解釈」として誇大に喧伝し、中国が事後承認したものである。民進党は「九二年共識」を「 『コンセンサスがない』というコンセンサス」と批判してきたが、今後「九二共識」の幅を独立側に広げることや、 「九二共識」 全面的に受け入れなくても中国側が対話に応じ 余地もまったくないとはいえない。　
新政権と中国の前哨戦は既に行
われている。二〇一四年一二月の台北市長選挙で無所属・民進党推薦の柯文哲が当選した後、上海市を含む中国側は国民党の郝龍斌前市長時代に始まった台北・上海都市フォーラム （台北上海城市論壇）を「 『九二共識』のもとで継続したい」と繰り返し表明した。柯文哲市長は当初「過去の経緯を尊重し、既存の政治基礎の上で、 『両岸は家族』 （両岸一家親）との精神で、共通のより美しい未来 追求する」との「一五新観点」を表明した。中国側はその後も、より
明確な態度表明を柯文哲市長に迫ったが、柯文哲市長も蔡英文政権の対中国政策に影響することを懸念し、安易な譲歩を拒んだ。結局、柯文哲市長が改めて「九二共識を理解し、尊重する」と表明することで、二〇一五年八月の都市フォーラムにおける双方の市長の出席が実現した。　
柯文哲市長が用いたのは、一九
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